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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
薪
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
8
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
政

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
国
内
外
で
は
、
ソ
連
邦
の
解
体
、
国
際
賞
献
、
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
問
題
な
ど
、
か

っ
て
な
い
変
革
の
波
が
、
次
か
ら
次
へ
と
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
革
の
波
は
、
形
こ
そ
う

か
え
、
住
民
の
生
活
の
多
櫓
化
・
高
度
化
・
高
齢
化
の
進
展
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
手
法
で
は
抗
し
き

れ
な
い
形
で
自
治
体
に
も
侵
攻
し
て
き
て
い
ま
す
。

豊
か
な
生
活
都
市
づ
く
り
に

熱
い
想
い
で
全
力
投
球
。

さ
て
、
遠
賀
町
で
は
、
現
在
、
「
福
祉
の
里
」
構
想
の
実
現
と
下
水
道
議
団
の
推
進
を
2
1
せ
紀
へ
向
け
て
の
未
来

を
切
り
開
く
地
域
づ
く
り
の
主
要
施
策
と
位
置
づ
げ
、
ま
う
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
福
祉
の
里
」
構
想
で
は
、
浅
木
の
旧
西
川
河
川
敷
に
町
の
縫
合
椙
社
対
策
の
薬
造
基
地
と
し
て
福
祉
の
里
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
膳
餓
毅
を
本
年
度
よ
り
順
次
、
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
と
公
共
用
水
域
の
保
全
の
た
め
、
早
々
に
下
水
道
の
基
本
構
想
及
び
全
体
動
画
を
完
了
さ
せ
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
下
水
道
に
よ
る
水
洗
化
で
快
適
な
住
み
よ
い
ま
き
づ
く
り
を
一
日
も
早
く
実
現
し
ま
す
。

そ
の
他
、
環
境
岡
田
・
綿
布
整
備
・
産
業
育
成
面
で
の
対
策
と
し
て
ゴ
ミ
減
量
化
へ
む
け
た
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

へ
の
取
り
組
み
や
旧
室
木
綿
の
県
道
化
の
早
場
完
成
、
東
町
住
宅
改
良
事
業
、
北
部
地
区
の
ほ
鳩
整
備
な
ど
、

機
々
な
行
政
龍
田
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
住
民
生
活
の
創
造
に
向
け
、
全
力
を
偵
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
ま
で
に
も
増
し
て
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多

幸
と
ご
健
廉
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

平
成
4
年
　
元
旦

遠
賀
町
長

高
山
和
幸



水谷友彦（東和斌

伊藤輝雄（東町）

吉野章夫（虫生津）

中西良三郎（尾崎）

久保　敏（中央）

石田寅雄（別府）

里山積市（新町）

西村松太郎隠賀川）

池田一人（東町）

ヽ

町
政
功
労
者
表
彰

好
き
で
す
。
一
志
り
楕
と
う
」
空
身
る
町

1
2
月
2
1
日
　
（
土
）
　
の
午
前
日
時
か
ら
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
行
政
懇
談
会
が
開
か
れ
、
町
行
政
や
教
育
行
政
な

ど
に
功
労
の
あ
っ
た
人
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表

彰
を
受
け
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

一
杯
、
町
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
た
め

に
貢
献
し
た
い
。

閻

町

議

3

期

衰

影

町
議
会
賞
員
と
し
て
多
年
、
地
方
自

治
の
発
展
・
伸
長
に
電
卓
さ
れ
、
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
地
域
の
た
め
に
頑
強
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

画
地
区
公
民
館
長
5
期
表
彰

各
行
政
区
の
地
区
公
民
館
最
と
し
て

社
会
教
育
の
発
展
と
地
域
文
化
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
一
人
と
し
て

地
域
行
政
に
協
力
し
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
お
陰
だ
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を

励
み
に
、
今
ま
で
以
上
に
町
行
政
の

た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

詞
区
長
5
期
表
彰

各
行
政
区
の
区
嚢
と
し
て
重
責
町
行

政
の
進
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
区
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
こ

れ
を
励
み
に
、
今
ま
で
以
上
に
区
の

た
め
町
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

無
菌
5
期
務
め
ら
れ
た
の
も
皆
さ
ん

の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

老
骨
に
む
ら
打
っ
て
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
命
あ
る
限
り
揃

行
政
の
お
力
添
え
で
、
あ
る
程
度
の

構
想
は
実
現
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

梧
一
杯
努
力
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
陰
で
、
今
日
の
栄
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
だ
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
人
々
と
一
生
懸
命

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



童心lこ返ったひととき
－ボランティアグループ言い表の会か遠賀園を慰問一

成月成日（木）の午前10時から青い麦の会のメンバー

5人が遠賀園を訪れ、園生約40人に楽しいひとときをプ

レゼントしました。

今回で慰問を重ねて6年目になる青い麦の会。子供達
に良い本を読んでもらおうと色々な題材の本の劇化活動

に取り組んで10年になるそうで、この日は、特殊な布を

使ったパネルシアター「マッチ売りの小女」や影絵「花

さき山」など3作を読み手と息の合った見事な操作で披

露しました。遠賀園のお年寄りも身を乗り出して観劇。

まるで重心に返ったように喜ばれていました。
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師走といっしょに駆け抜けた
一第5回遠賀町少年・少女駅伝大会－

12月15日（日）の午前10時から総合運動公園外周路コ
ースで第5回遠賀町少年・少女駅伝大会が行われました。

駅伝の部には、男女合わせて17チーム。マナノンの部

には低学年・高学年合わせて90人が参加し、力いっぱい

その健脚を競いました。結果は次のとおりです。

回駅伝の割田

＞スポーツクラブ（男子）優勝＝遠賀リトルシャークA

準優勝こおんが少年サッカークラブA（女子）優勝＝島

田ジュニアバレー準優勝＝広漠ジュニアバレー＞子供育

成会（男子）優勝＝遠賀川区（女子）優勝＝松ノ木区

4

まちの

わだい

l 

∴∴ 

仲が悪くても協力しよう
－米倉斉加年氏人権講演会一

成月7日（土）の午後1時から遠賀コミュニティ

センターで開かれた米倉斉加年さんの人権鶏演会に

は約400人が訪れ、飾り気のない話に聴き入り、お

しみない拍手が送られていました。

／∴怒瞳蜜夏

くる∴）で∴∴え∴∴∴り

票田美里ちゃん
2年12月20日生まれ

（監禁）さん長女

絡む∴lミ∴々つ　　き

太田夏生ちゃん
3年7月22日生まれ

（賞美撃）さん二女

「
私
は
、
父
上
が
大
好
き
で
す
。

顔
を
見
た
ら
だ
っ
こ
を
せ
が
み
ま

す
。
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
女
の
子

で
す
。
い
た
ず
ら
も
だ
～
い
好
き

です。
我
家
の
ア
イ
ド
ル
で
す
。
」

（
今
古
賀
9
7
～
6
）

「
コ
ン
ニ
チ
ウ
！
私
は
、
小
柄
だ

け
ど
超
元
気
な
、
な
っ
ち
ゃ
ん
で

す
。
今
、
好
き
な
夢
は
、
緒
し
ゃ

ぶ
り
、
足
キ
ッ
ク
と
お
散
歩
で
す
。

早
く
大
き
く
な
っ
て
麻
沙
美
お
姉

ち
ゃ
ん
と
遊
び
た
い
な
」

（
島
津
8
8
1
i
l
）



の春成人式（20周年）を迎える

洋裁教室
作りの楽しさ実感しています。
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一高一
昭和47年、公民館別館ホールで

始められ、この春、20周年を迎え

る洋裁教室。「始める時、1年間

だけのつもりで開いた教室がこれ

みんを膿まれ！…：慧器器篭窪

圏聞国
校の家庭科教室を借りたこともあ

りました。お産や病気などでやめ

た人を除いては、生徒さんはみん

な本当に洋裁の好きな人たちが集

まってます。」と豊岡華子先生。

現在、毎週水曜日と土曜日の午前と午後の4グループ
に分かれ、初心者からベテランまで約舗人の生徒さんが

通われています。ふだん着から外出着、ボーマルウェア
ーからウエディングドレスにいたるまで作るものもさま

ざま、娘さんに手作りのウエディングドレスをプレゼン

トした人もいるそうです。「皆さん、1週間に1回。こ

の2時間の教室で夢を作っているんです。私も流行や新

しい素材を勉強して、いい夢にしてあげたい」と幸子先

生。手作りのものを作る喜び、人にプレゼントする楽し

みが感じられる和気あいあいとしたサークルです。

フを ア敵 ツえ 詫 i室 の ▼ �㌫∴畿 � 
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しめ縄づくりiこチャレンジ
一地域のお年昏りを指導者に体験学習一

成月柳田（金）の午後2時から浅木小学校5年生全員

が体育館で地域のお年寄り6人を指導者に招き、しめ紀

作り、ICチャレンジしました。

地域の人々と一緒に色々な体験をしまうと昨年から進

められているこの学習会。始めは、おいちゃん。と呼ば

れていたお年寄りも、まるで生き物のようにわらを操る

と、しめ縄先生、言こ早変わり。「わらをねじるのか難し

かったけど楽しかったよ。お正月に飾ります。」と中川

みずきちゃん、尾上亜希ちゃん、梅田昌子ちゃん、赤木

友子ちゃんの仲良し4人組が語ってくれました。
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‾‾鼠勢：∴∴ri守 ∴∴ 

壱堰襲＿＿＼洲患音ほ景逗＿ここ ��� 
∴り∴∴∴ �＼ ←－－二乗弓 �＼＼ ∴∴ �∴ �：ノ∵∴子∴∴∴ 
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∴∴∴ 

J銭 ：’ �　　　　　、〈 子∴∴　　一∵　∵∴ 
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∴∴∴∴∴ ∴∴∴∴言i∴： 

この道はいつか来た道
一遠賀町文化祭オータムコンサートー

11月8日から10日までの3日間、遠賀コミュニティー

センターで第16回遠賀町文化祭が盛大に行われました。

8日に行われたオータムコンサートでは、小国邦子さ

んと奥野かおりさんを招いてのすばらしい歌声と演奏に

約400人の聴衆はうっとり。最後に全員で、この道、を合

唱しました。「民謡は民謡の、歌謡は歌謡の歌い方があ

るのね。みんなで一緒に合唱できていい記念になったわ」

と広漠のご婦人。9日には、「こどものつどい」と「お

となのつどい」10日は「芸能祭」が行われ、子どもから

お年寄りまでが楽しんだ3日間でした。
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と耳寄りな話

害をずれは

瞑ってきますよ！

脚閲胴囲圏駆閏謹謹困

会員権を利殖目的で買うのは危険です。
貝権のセールスには、特に注意してく

ださい。

なお、このような会員権は、訪問販

売法により規制されていますので、ク
ーリング・オフ制度（8日間は無条件

解約）を利用することができます。

イ

会した人から「説明時と内容が違う」

とか「いつも満員で利用できない」と

いう声をよく聞きます。

このようなことにならないためにも

①施設の現状（D会員数（D会員の利用実

態などについてもチェックすることが

大切です。

次に、坤」殖〝の件ですが、過去価格

が急騰した時期もあったゴルフ会員権

は、その後値下がりしたものも少なく

はなく、換金もスムーズになされてい

るわけでもありません。

リゾートなどの会員権にいたっては、

第三者への転売がほとんどできないの

が実状です。“利殖〝を前面に出した会

先日「リゾートクラブの会員に

なりませんか。入会すれば、ス回
ボーッ施設や保養施設を格安で利用で

きるなど、様々な特典があります。ま

た会員権は凋」殖〝　にも有利で、損す

ることはありません」という内容の電

話がありました。本当に損することは

ないのでしょうか。

本格的な余暇の時代が進む中で
ゴルフやリゾートなど、レジャ日

ーライフを楽しむ人が増えています。

しかし、これらの会員権をめぐる消費

者トラブルも少なくありません。

会員のメリットは、施設を優先的に

利用できるところにあるのですが、入

「＼

マ
イ
ホ
ー
ム
を

建
て
た
な
ら
…

民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
か
ら
融
資
を
う
け
て
、
マ
イ
ホ
ー

ム
を
新
築
し
た
り
、
増
改
築
な
ど
を
し

た
と
き
に
は
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除

を
六
年
間
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
、
一
年
目
に

確
定
申
告
を
す
る
と
二
年
目
か
ら
は
年

末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
控
除
額
の
計
算
方
法

①
平
成
三
年
一
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
取

得
し
た
場
合

高
調
q
t
Y
舟
時
e
u
O
機
蕊
斑
も
e

甫
親
鶏
軸
（
痢
証
や
e
8
種
田
）
×
－
さ

＝
序
的
痔
謡
掘
諒
聖
脂
荒

屋
高
二
〇
万
円
ま
で
（
税
額
控
除
）

⑧
四
月
一
日
以
後
に
取
得
し
た
場
合

宙
的
e
t
Y
禽
時
e
U
α
魅
達
垂
経
言

甘
親
鶏
軸
鴫
．
8
0
日
由
縁
J
e
按
も

×
－
ざ
＋
冊
糾
漣
軸
∞
“
8
e
d
E
母
斑

∞
．
8
0
日
配
架
五
〇
掲
載
×
〇
．
ひ
さ

＝
南
部
痔
謡
館
琉
聖
聴
寮

最
高
二
十
五
万
円
ま
で
（
税
額
整
除
）

●
控
除
を
受
け
ら
れ
る
要
件

①
住
宅
取
得
後
六
か
月
以
内
に
入
居
し

引
き
続
い
て
居
住
し
て
い
ろ
こ
と

③
住
宅
の
床
面
積
が
四
〇
㍍
以
上
で
あ

る
こ
と
　
四
月
一
日
以
後
の
取
得
に
つ

い
て
は
、
四
〇
㍍
以
上
二
二
〇
㍍
以
下

で
あ
る
こ
と

⑧
控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金
額
が
、

三
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
　
四
月
一

日
以
後
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
二
千
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と

④
住
み
始
め
た
年
と
そ
の
年
の
前
後
二

年
内
に
、
居
住
用
財
産
の
譲
渡
所
得
の

特
別
控
除
や
買
換
え
（
交
換
）
な
ど
の

課
税
の
特
例
を
受
け
て
い
な
い
か
、
ま

た
は
受
け
な
い
こ
と

⑤
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
い
る

こ
と
　
建
設
業
者
な
ど
か
ら
賭
大
し
た

場
合
の
債
務
を
賦
払
い
の
方
法
で
支
払

っ
て
い
る
こ
と

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
間
が
十

年
以
上
で
、
し
か
も
月
賦
の
よ
う
に
分

割
し
て
返
済
す
る
こ
と

⑦
中
古
住
宅
の
場
合
は
、
築
十
年
以
内

の
建
物
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ

と⑨
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
工
事
費
用

が
百
万
円
を
超
え
る
増
築
改
築
、
大
規

模
な
修
繕
で
あ
る
こ
と

●
申
告
に
必
要
な
書
類

①
住
民
票
の
写
し

⑧
登
記
簿
謄
本
、
請
負
契
約
書
や
売
買

契
約
書
な
ど
、
建
物
の
取
得
年
月
日
・

床
面
積
・
価
格
な
ど
を
示
し
た
書
類

③
住
宅
取
得
資
金
等
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書

④
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
さ
ら
に
、

建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
検
査
済
証

の
写
し
ま
た
は
建
築
士
か
ら
交
付
を
受

け
た
増
改
築
等
工
事
証
明
書

⑤
源
泉
徴
収
票

医
療
費
を
支
払
っ
た

と

き

は

…

…

病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
掠
費

を
支
払
っ
た
場
合
、
確
定
申
告
を
　
＼



う、＼

⑳㊦認㊨

都市計画課雫譜窯

都　市　整　備　係

●建築確認申請（建築物の用途規制等の

相談）について

●公園施設、植栽等の管理、補修につい

て

●都市計画法に基づく開発指導について

●都市計画図、地形図等各種図面の鵬入

●国工利席計画法に基づく土地取引につ

いて

下　水　道　係

●合併処理浄化槽（水洗トイレ）につい

ての問い合わせ

●浄化槽（団地浄化槽も含む）を使用し

ている皆さんは、浄化槽の機能を十分

発揮させるため、台所の流し台から天

ぷら油などを流したり便器にトイレッ

トペーパー以外の異物を捨てないよう

にしてください。

●最近、都市計画法の用途規制に違反し

た建築物などが見受けられます。土地

を売ったり貸したりする人で、疑問な

点があればお気軽に当課までご相談く

ださい。

／
　
す
れ
ば
医
嫌
讃
控
除
が
受
け
ら
れ

ます。た
だ
し
、
美
容
整
形
や
健
康
診
断
の

費
用
、
健
康
増
進
の
た
め
の
ビ
タ
ミ
ン

剤
な
ど
の
購
入
費
用
は
含
ま
れ
ま
せ

ん。●
控
除
額
の
計
算
方
法

（
A
）
曲
砥
ぐ
村
岡
難
語
＝
∞
博
せ
－
∩

粗
普
J
京
間
難
聴
S
務
斌
－
痢
藩
抄
料

咋
d
蕃
小
さ
仰
ぎ
汁
粉
戴

（
B
）
－
〇
日
正
対
持
疑
心
e
博
せ
〇
割

論
説
S
の
さ
9
時
α
小
吉
や
舟
．
ノ
扮
総

桐
繋
増
幅
蒲
蟻
＝
（
A
）
－
（
B
）

最
高
二
百
万
円
ま
で
（
所
得
控
除
）

●
申
告
に
必
要
な
書
類

①
支
払
っ
た
医
頼
費
の
領
収
書

②
保
険
な
ど
で
禰
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
蕾
類

⑨
源
泉
徴
収
票

災
害
や
盗
難
に

あ
っ
た
ら
…

火
災
や
風
災
害
な
ど
の
災
害
や
盗
難

な
ど
で
、
住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け

た
り
、
や
む
を
え
な
い
支
出
を
し
た
場

合
に
は
、
雑
損
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
控
除
額
の
計
算
方
法

（
A
）
適
鴫
蛍
－
諏
訪
抄
e
載
べ
さ
ゆ

韻
－
翌
毅
妙
憩
9
－
○
さ

（
B
）
甑
滞
鏑
e
u
小
津
咄
澄
蛍
池
芭

（
語
肘
増
白
市
へ
）
9
秒
蛍
－
∽
割
田

諜
駐
聡
寮
＝
（
A
）
亨
（
B
）
e
↑
ノ
ヰ
ざ

ま
㈹
↑
ノ
講
じ
9
秒
憩

（
所
得
望
除
）

●
申
告
に
必
要
な
書
類

①
被
害
額
を
示
し
た
、
消
防
署
や
警
察

署
な
ど
の
証
明
番
や
領
収
書

②
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
書
類

③
源
泉
徴
収
票

○
問
い
合
わ
せ
先

若
松
税
務
署℡

　
（
7
6
1
）
　
2
5
3
6

ま
た
は
役
場
税
務
課

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
へ

俳
句
へ
遠
賀
俳
友
句
会
抄
）

池
田
牽
制
選
良

雲
あ
り
で
碧
さ
空
あ
り
雁
わ
た
る

復
水
　
衛
治

秋
冷
の
腹
話
を
昏
く
舞
楽
面小

野
多
京
子

お
だ
や
か
に
馨
れ
て
駅
舎
の
柿
落
葉

徳
永
小
代
子

寒
む
ざ
む
と
置
き
忘
ら
れ
し
眼
鏡
か
な

玉
野
　
信
彦

モ
マ
笛
に
森
の
恋
ひ
し
ぎ
冬
の
夜

柴
田
と
も
子

短
歌
へ
お
ん
が
短
歌
会
諒
草
）

河
申
　
請
喜
連

台
風
に
め
げ
ず
咲
き
い
る
山
茶
花
の
鉢

抱
き
夫
は
花
を
愛
で
い
つ

藤
沢
　
国
子

遠
近
に
藁
焼
く
煙
立
ち
の
ぼ
り
た
だ
よ

う
空
に
夕
光
探
し

中
野
ス
エ
ノ

抑
え
た
ろ
怒
り
も
い
つ
か
和
ら
ぎ
て
い

が
粟
蹴
り
つ
つ
山
道
下
る

伊
藤
ア
キ
コ

入
院
の
我
を
見
舞
い
て
帰
り
行
く
夫
の

背
中
に
夜
の
風
聞
く

三
浦
寿
美
子

晩
秋
の
長
崎
の
衝
を
訪
ね
来
て
か
す
か

な
れ
ど
も
戦
慄
さ
ら
す

河
原
タ
ツ
ミ

牛
革
英
雄

部
面
盛
調
節
農

古
屋
広
幸

菰
市
議
蕗
城
長

泉
原
敏
行

下
水
道
係
長

花
田
京
次

武
谷
和
子
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まちづくりを考える
新春講演会開催
私たちが住んでいる遠賀町。皆さ

んはどんな“まちづくりの夢”をお

持ちですか。これからのまちづくり

について一緒に考えてみませんか。

●と　き1月24日（木）の

午後2時～3時30分

●ところ　芦屋町民会館

●購　師　前熊本県知事
はti∴介立I∴t D　’iろ

細川諸悪氏

●テーマ「魅力あるまちづくり」

●問合せ　遠賀町商工会

℡（293）0165

（㌃

西
紀
。
岡
垣

動
労
蕃
体
育
セ
ン
タ
ー
の

ト
レ
ー
ナ
ー
を
購
果
し
ま
す
。

●
真
某
人
員
）
2
人
程
度

●
応
募
責
棺
）
健
康
な
男
怪
で
3
月
l

日
よ
り
勤
務
で
き
ろ
人

●
勤
務
時
間
）
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の

Ⅳ
時
か
ら
2
1
時
0
0
分
ま
で

●
勤
務
内
容
）
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
器
具
管
理
と
安

全
管
理
（
指
導
は
し
な
く
て
よ
い
）

●
賃
　
金
）
一
日
2
、
7
0
0
円

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
遠
賀
コ
ミ

ュ
一
二
ア
ィ
セ
ン
タ
ー
内
体
育
振
興
係

℡
（
2
9
3
）
6
5
2
5
へ
。
な
お
、

申
込
み
に
は
、
履
歴
密
を
持
参
く
だ
さ

ヽ
　
○防

衛
庁
職
員
募
集
中
。

●
採
用
予
定
機
運
・
人
員
）
　
土
木
施

設
、
土
木
、
語
気
、
設
鯛
機
械
、
ボ
イ

ラ
ー
各
種
1
人
程
度

●
応
募
資
格
）
日
本
国
籍
を
有
し
、
船

蔵
以
上
0
0
哉
以
下
の
男
性
な
ど

●
受
付
期
間
）
1
月
紳
日
（
月
）
ま
で

●
勤
務
地
）
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
航
空
自
衛

隊
芦
屋
基
地
　
第
3
術
科
学
校
総
務
課

人
頭
班
℡
（
2
2
3
）
0
9
8
1
へ

●
と
こ
ろ
）
北
九
州
大
学
（
小
倉
南
区
）

●
賦
論
壇
憲
）
乙
種
第
4
類

●
受
付
期
間
）
1
月
1
6
日
か
ら
2
月
2

日
ま
で

●
受
付
場
所
）
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防

課
予
防
係

●
そ
の
他
）
今
回
、
危
険
物
準
備
講
習

会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
）
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
課
予
防
係
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
1
へ

㊨
㈲
9
時

平
威
3
年
度

第
3
回
危
臓
物
取
抜
著
賦
験

●
と
　
き
）
3
月
8
日
（
日
）

八
幡
技
能
閣
鍵
セ
ン
タ
ー
調
葺
合

●
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
作
業
特
別
教
育

▽
期
間
）
1
月
2
5
日
～
2
6
日
の
2
日
間

▽
定
員
）
恥
入

▽
受
持
科
）
2
千
5
百
円

●
ア
ー
ク
、
半
自
動
溶
接
検
定
準
備

▽
期
間
）
1
月
銃
口
～
幻
日
の
2
日
間

▽
定
員
）
1
0
人

▽
受
購
料
）
各
2
千
円

●
申
込
み
・
同
い
含
あ
せ
）
八
幡
技
能

開
発
セ
ン
タ
ー
開
発
援
助
課
℡
（
6
4

1

）

4

9

0

6

へ

従
業
具
被
育
用
ビ
デ
オ
を

無
料
で
貸
出
し
ま
す
。

雇
用
促
進
事
業
団
・
福
岡
雇
用
促
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
安
全
衛
生
入
門
」

「
Q
C
セ
ミ
ナ
ー
」
　
「
職
場
の
ル
ー
ル

・
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
等
、
雇
用
管
理
・
社

員
教
育
な
ど
の
た
め
の
ビ
デ
オ
を
多
数

備
え
、
誌
楽
所
を
対
象
と
し
て
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
出
は
無
料
で
す
し
、
ど
ち
ら
の
蒋

楽
所
で
も
ご
利
用
が
可
能
で
す
。

雇
用
管
理
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

知
り
た
い
時
や
、
社
員
研
修
の
時
に
ぜ

ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
事
業
所
は

◆
八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

北
九
州
市
八
幡
西
区
穴
生
3
－
5

－
1
℡
（
6
4
1
）
4
9
0
6
へ

二
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
消
防
本
部
（
2
9
3
）
1
2
3
1

青
空
輸
葦
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。

火
災
発
生
件
数
が
多
く
な
り
、
消
防

車
の
出
動
回
数
も
増
え
る
こ
の
時
期
、

郡
消
防
署
で
は
、
火
災
現
場
に
一
刻
も

早
く
到
着
で
き
る
よ
う
万
全
の
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
、
団
地
入
口
の
狭
い

道
路
上
や
路
地
の
曲
り
角
に
青
空
駐
車

を
す
る
車
両
が
多
く
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
付

近
に
駐
車
し
て
い
た
た
め
に
、
消
火
活

動
が
ス
ム
ー
．
ス
に
い
か
ず
、
被
害
を
大

き
く
し
た
と
い
う
例
も
見
ら
れ
る
ほ
ど

です。ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
／
「
少
し
の

聞
だ
け
だ
か
ら
…
」
と
思
う
前
に
消
火

活
動
へ
の
気
く
ぼ
り
を
お
忘
れ
な
く
。

●
狭
い
道
路
や
路
地
の
曲
り
角
付
近
に

は
駐
車
し
な
い
。

●
消
火
栓
や
防
火
槽
の
近
く
に
は
絶
対

に
駐
車
し
な
い
。

●
梯
子
車
な
ど
の
大
型
車
が
出
動
す
る

た
め
、
中
富
着
建
築
物
付
近
で
は
駐

車
し
な
い
。

筆
内
火
災
・
救
急
件
数
（
Ⅱ
月
）



遠賀・中間地拡域行政

粥配合が移転します。
新庁舎落成にともない、遠賀・中間

地域広域行政軍務組合が1月20日から

下図の場所で業務を行います。

また、これにともない、役場内にあ

りました遠賀・中間地域広域行政事務

組合の指定金融機関「西日本銀行芦屋

支店派出所」も新庁舎へ移転、1月20

日から業務を行います。

なお、役場内での業務は1月17日

（金）までとなります。

●問い合わせ＝遠賀・中間地域広域行

政事務組合　℡（幻3）3粥0または

西日本銀行芦屋支店派出所℡（幻3）

1626へ

【案内図】

あなたの希望に合わせて
非常勤，パート，正職員

ナ」がンクに登録しませんか。

ナースバンクは、看護婦さんのための公的な相談所です。

講習会の実施やより働きやすい職場の紹介などあなた

と社会を結びつける役割をします。

病院、診療所、老人ホームなど常時たくさんの求人デ
ータがあります。ぜひ、将来のためにナースバンクに登

録してください。

●相接日　月～金曜の9時30分から15時まで

●ところ　ナースバンク連綿所

（福岡市中央区赤坂1－14－5）審092（714）5203

「、＼

●　●　　　●　●　●　●

料内　　持対と時
参象こ

全容　　晶苦る　間

国の教育ローン

一郎的離れ
国民金融公庫では、低利の

「国の教育ローン」を用意し、

皆さまの利用を待っています。

当日は、公庫担当者が相談に

のります。お気撞にご利用く

ださい。

●と　き＝2月6日（木）の

午前10時から午後3時まで

●ところ＝役場2階第2会議

室

●問い合わせこ＝国民金融公庫

八幡支店教育ローン相談係

℡（641）7715へ

こ
の
制
慶
は
昭
和
四
十
年
に
創
捜
さ

れ
た
も
の
で
、
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に

対
し
、
国
と
し
て
あ
ら
た
め
て
弔
慰
の

憲
を
衷
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の

です。平
成
元
年
度
に
制
度
の
改
正
が
行
わ

れ
、
日
和
六
十
年
四
月
一
目
か
ら
平
成

元
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
公
務
秩

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

た
遺
族
（
戦
没
者
な
ど
の
妻
、
父
母
な

ど
）
が
失
権
し
た
場
合
に
残
さ
れ
た
遺

族
に
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
十
八
万

円
、
六
年
償
還
、
無
利
子
の
国
億
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
第
四
回
待
別
弔
懸
金
（
額
面

三
十
万
円
、
十
年
償
還
）
の
支
給
の
対

象
と
な
っ
た
遺
族
は
対
亀
と
な
り
ま
せ

ん。

▼
支
給
の
対
象
者
（

特
別
弔
慰
金
を
う
げ
ろ
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
主
と
し
て
次
に
記
載
さ
れ
た

戦
没
者
死
亡
当
時
の
遺
族
の
う
ち
、
次

の
順
序
に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先
の
人

一
人
で
す
。

㈲
平
成
元
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔
慰
金

（
遺
族
国
庫
債
券
）
を
受
け
た
人

㈲
戦
没
者
の
子

㈲
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て
い
た
⑪

父
母
、
④
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟

姉
妹
（
婚
姻
、
養
子
縁
組
に
よ
り
平

成
元
年
四
月
一
日
現
在
、
氏
が
変
わ

っ
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
）

㈲
戦
没
者
と
の
生
計
関
係
が
な
か
っ
た

か
、
ま
た
は
右
記
㈲
に
該
当
し
な
か

っ
た
①
父
母
、
⑧
孫
、
⑧
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹
。

の
親
族
（
戦
没
者
死
亡
ま
で
引
き
続

い
て
一
年
以
上
生
計
を
共
に
し
て
い

た
人
に
限
り
ま
す
。
）

▼
請
求
は
6
月
即
日
ま
で
（

請
求
の
期
限
は
、
平
成
四
年
六
月
二

十
七
日
ま
で
で
す
。
期
限
ま
で
に
話
来

し
ま
せ
ん
と
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
・
問
い
合
あ
せ福

祉
課
福
祉
係
へ

鵜

乳

児

相

計

●
期
　
日
　
1
月
1
4
日
（
火
）

≡
一
正
－
一
・
二
才
　
一

㈹
上
記
㈲
お
よ
び
の
以
外
の
三
等
親
内

9
時
0
0
分
～
m
時
5
0
分

中
央
公
民
館
　
和
室

生
後
7
カ
月
～
盤
カ
月
児

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ

オ
ル

体
重
・
身
長
測
定

無
料

支
給
し
ま
す
。

福
祉
課
福
祉
係

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を
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初
出
展
で
見
事
、
入
選
。

モ
ッ
ト
ー
は
〝
自
分
に
負
け
な
い
一
」
と
〟

九
州
造
形
短
期
大
学
2
年
藤
野
貴
美
子
店
（
中
央
区
・
2
0
歳
）

●
第
4
7
回
福
岡
県
美
術
展
覧
会
G
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
見
事
に
入
選

鵜
粥
講
読
の
は
一

「
毎
年
、
県
展
の
入
選
作
品
に
は
傾

向
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
で

す
。
特
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
は

流
行
が
あ
る
か
ら
。
こ
の
魚
々
と
い
う

作
品
も
始
め
は
先
生
か
ら
「
ん
－
ん
」

と
言
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
い
ざ
入

選
す
る
と
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
で
す
。
」

と
藤
野
貴
美
子
さ
ん
。
8
月
末
に
福
岡

市
内
で
開
か
れ
た
第
4
7
回
福
岡
県
美
術

展
覧
会
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
部

門
に
初
出
品
で
見
郭
、
入
選
を
果
た
し

ま
し
た
。
本
格
的
に
美
術
の
世
界
に
入

っ
た
の
は
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
。
そ

れ
ま
で
は
、
本
な
ど
を
見
て
独
学
、
暇

や
画
廊
に
ぶ
ら
っ
と
行
っ
た
り
、
本
屋

さ
ん
で
週
刊
誌
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
蕊

か
ら
専
門
誌
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

本
を
見
て
そ
の
中
か
ら
「
こ
れ
は
い
け

ろ
／
」
と
い
う
本
だ
け
を
買
っ
て
勉
強

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

を
見
つ
け
て
は
絵
を
描

く
程
度
で
し
た
。
そ
れ

で
も
、
才
能
は
幼
少
の

頃
か
ら
芽
は
え
て
い
た

そ
う
で
、
「
ほ
ん
と
、

手
の
か
か
ら
な
い
子
で

し
た
。
な
ん
せ
、
裳
が

白
い
広
告
と
ペ
ン
を
与

え
る
と
一
日
中
何
か
描

い
て
い
た
ん
で
す
か

ら
」
と
母
親
の
勝
美
さ

ん。
創
作
に
は
1
カ
月
前

か
ら
取
り
組
む
そ
う
で

す。
日
ご
ろ
は
、
各
地
で

開
か
れ
て
い
る
美
術
展

い
ま
、
一
種
の
職
業
病

に
悩
ん
で
ま
す
？

「
よ
く
友
達
な
ん
か
と
喫
茶
店
や
ブ

テ
ィ
ッ
ク
に
入
っ
た
時
な
ん
か
、
ど
う

し
て
も
メ
ニ
ュ
ー
の
描
き
方
や
配
色
、

窓
ガ
ラ
ス
や
角
の
空
間
が
気
に
な
っ
ち

ゃ
う
ん
で
す
。
あ
ぁ
－
自
分
な
ら
、
こ

う
す
る
け
ど
。
っ
て
（
笑
）
こ
れ
っ
て

一
種
の
職
業
病
な
の
か
な
ぁ
9
」
と
今

年
、
成
人
式
を
迎
え
ろ
賀
美
子
さ
ん
。

成
人
す
る
に
あ
た
っ
て
「
人
の
為
ま

で
は
い
か
な
い
け
ど
、
せ
め
て
人
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
一
言
。
今
は
、

学
校
と
自
宅
の
行
っ
た
り
来
た
り
で
あ

ま
り
自
分
の
時
間
は
取
れ
ま
せ
ん
が
、

暇
な
時
は
、
映
画
を
観
た
り
、
音
楽
を

聴
い
た
り
、
3
カ
月
に
な
る
セ
キ
セ
イ

イ
ン
コ
．
茶
々
丸
．
と
遊
ん
だ
り
し
て

い
ろ
そ
う
で
す
。

今
か
ら
も
ず
う
ー
と
絵
は
描
い
て
い

き
た
い
で
す
。
卒
業
後
は
、
研
究
生
と

し
て
学
校
に
残
り
、
も
う
一
年
勉
強
し

ま
す
。
将
来
は
、
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕

事
に
就
け
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い

ます。こ
れ
か
ら
も
、
今
回
の
賞
を
励
み
に

。
自
分
に
負
け
な
い
よ
う
〟
が
ん
ば
り

ま
す
。実

は
今
、
同
じ
C
デ
ザ
イ
ン
の
世
界

で
活
鞭
さ
れ
、
昨
年
、
二
科
展
で
特
選

蛍
を
お
取
り
に
な
っ
た
片
山
博
隆
さ

ん
（
新
町
）
と
ご
一
緒
に
、
中
央
公
民

館
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
展
を
開

い
て
い
ま
す
。
私
の
作
品
は
、
好
き
嫌

い
の
は
っ
き
り
し
た
も
の
が
ど
う
し
て

も
多
く
は
っ
ち
ゃ
う
ん
で
、
こ
の
横
会

に
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
ぜ
ひ

見
て
も
ら
い
、
批
評
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

四
国
回
国

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
お
正
月
気
分
は
も
う
抜

け
ま
し
た
か
。
私
は
、
一
年
中
で
一
番

気
軽
な
一
週
間
を
終
え
、
充
電
完
了
、
エ

ン
ジ
ン
全
開
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
今
年
は
さ
る
年
。
今
年
の
目
標
は
一

人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
出
演
し
て
い

た
だ
け
ろ
紙
面
づ
く
り
。
町
中
を
猿
の

よ
う
な
身
軽
さ
で
取
材
し
て
回
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
私
と
会
っ
て

。
見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・
言
わ
ざ
る
′

な
ん
て
事
に
な
ら
な
い
よ
う
心
構
え
の

ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
ね
。
　
（
池
ポ
ウ
）

中
央
公
民
館

展
示
ロ
ビ
ー
だ
よ
り

遠
賀
町
美
術
愛
好
会

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
展

●
展
示
期
間
＝
1
月
末
ま
で

●
出
品
作
品

「
古
代
史
－
奈
良
」
他
1
0
点

作
者
片
山
博
陸
（
新
町
）

「
子
供
の
為
の
本
」
他
9
点

作
害
藤
野
貴
美
子
（
中
央
）


